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ミ
シ
ェル
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古
代
と
現
代
と
を
つ
な
い
だ
言
語
学
者
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比
較
文
法
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
ブ
レ
ア
ル
︵M

ichel Bréal

一
八
三
二 

︱ 

一
九
一
五
︶
の
名
は
日
本
で
は
、
言
語
学
者
と
い
う
よ
り
、
近
代

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
祖
と
い
わ
れ
る
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
︵Pierre de 

C
oubertin 1863 – 1937

︶
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン

︵
徒
競
争
︶
を
進
言
し
た
古
典
語
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
自
軍
の

勝
利
を
伝
え
る
た
め
四
十
二
・
一
九
五
キ
ロ
走
っ
て
息
絶
え
た
ギ
リ
シ
ャ

兵
士
の
話
は
ペ
ル
シ
ャ
戦
争
中
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
第
一
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
一
八
九
六
年
の
ア
テ
ネ
。
一
九
〇
〇
年
の
第
二
回
が
パ

リ
で
あ
っ
た
。

　

グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
ラ
グ
ビ
ー
を
見
て
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
に
つ
な
が

る
古
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
祭
を
思
っ
た
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
と
、
当
時
の

教
育
の
基
本
を
古
典
の
中
に
見
い
だ
し
て
い
た
ブ
レ
ア
ル
は
、
大
掛
か

り
な
国
際
体
育
祭
を
協
力
し
て
計
画
し
、
当
時
の
き
な
臭
い
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
融
和
す
る
こ
と
を
夢
見
た
。
ブ
レ
ア
ル
﹃
教
育
の
旅
﹄Excursions 

pédagogiques

︵
一
八
八
二
年
、
パ
リ
、
ア
シ
ェ
ッ
ト
社 H

achette

︶
に
は

ド
イ
ツ
の
古
典
語
教
育
の
現
状
と
並
ん
で
、
体
育
教
育
の
詳
し
い
報
告

が
あ
る
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
﹃
イ
ー
リ
ア
ス
﹄
第

二
十
三
歌
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
追
悼
競
技
会
に
そ
の
原
型

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ア
レ
ク
シ
・
ピ
エ
ロ
ン
︵Alexis Pierron 1814 –1878

︶
校
訂
・
注

釈
に
よ
る
ホ
メ
ー
ロ
ス
校
本
︵
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
︶
は
今
だ
に
大
き
な
権
威

を
も
つ
が
、
こ
の
版
は
﹃
イ
ー
リ
ア
ス
﹄、﹃
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
﹄
と
も

1860
年
代
に
完
成
を
み
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
れ
以
前
に
詩
人
ル
コ
ン

ト
・
ド
リ
ー
ル
︵
一
八
一
八 

︱ 

一
八
九
四) 

に
よ
っ
て
仏
訳
さ
れ
た
ホ

メ
ー
ロ
ス
の
二
作
品
が
名
訳
と
し
て
現
在
で
も
版
を
重
ね
て
い
る
。
ル
コ

ン
ト
・
ド
リ
ー
ル
の
率
い
た
詩
人
グ
ル
ー
プ
﹁
高
踏
派
﹂Parnassiens

と
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い
う
名
は
、
詩
神
︵m

ousaï

︶
と
ア
ポ
ロ
ン
の
山
と
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
の

パ
ル
ナ
ッ
ソ
スParnassos

に
由
来
す
る
。

　

明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所
で
一
九
八
三
年
に
始
ま
っ
た
﹁
ホ

メ
ー
ロ
ス
輪
読
会
﹂
は
今
年
︵
二
〇
〇
八
年
度
︶
で 

二
十
六 

年
目
を
終

え
よ
う
と
し
て
い
る
。﹃
イ
ー
リ
ア
ス
﹄
は
す
で
に
終
わ
り
、
現
在
﹃
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
﹄
の
二
十
二
歌
に
入
っ
た
。
最
終
巻
二
十
四
歌
は
来
年

二
〇
〇
九
年
度
、
二
十
七
年
め
で
終
了
の
予
定
で
あ
る
。
こ
の
会
で
用
い

る
版
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
主
に
ピ
エ
ロ
ン
版
で
あ
る
。
現
在
は
毎
週
一

回
四
十
行
以
上
進
む
。
一
歌
終
え
る
ご
と
に
、
現
在
五
人
の
参
加
者
︵
学

内
外
の
参
加
者
は
こ
れ
ま
で
延
べ
五
十
人
を
越
え
た
│
│
初
級
修
了
者
の

参
加
自
由
︶
の
た
め
に
こ
の
版
を
プ
リ
ン
ト
し
て
配
る
が
、
こ
の
プ
リ
ン

ト
作
業
も
あ
と
二
回
で
終
わ
る
。

　

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ブ
レ
ア
ル
は
、
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
の
町
メ
スM

etz

で
中
等
教
育
を
終
え
、
パ
リ
の
高
等
師
範
学
校
に
入
学
。
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
︵Eugène 

Burnouf 1801– 1852

︶
の
教
え
を
う
け
た
の
ち
、
比
較
言
語
学
の
研

鑽
の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
の
比
較
文
法
学
者
ボ
ッ
プ
︵Franz Bopp 1791–

1867

︶
の
も
と
に
赴
い
た
。
一
八
三
三
年
か
ら
ほ
ぼ
二
十
年
掛
け
て
刊
行

さ
れ
た
比
較
言
語
学
の
聖
書
と
も
い
わ
れ
る
﹃
印
欧
語
比
較
文
法
﹄︵
五

巻
︶
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
︵W

ilhelm
 von H

um
boldt 1767–1835

︶
に

よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
招
聘
さ
れ
て
い
た
ボ
ッ
プ
の
手
に
な
る
も
の

だ
が
、
彼
に
師
事
し
た
ブ
レ
ア
ル
は
こ
の
著
作
を
仏
訳
し
、
比
較
文
法

の
方
法
論
を
フ
ラ
ン
ス
に
導
入
し
た
。
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
、
こ
の
ブ
レ

ア
ル
が
ベ
ル
リ
ン
か
ら
パ
リ
に
戻
り
、
弱
冠
三
十
二
歳
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
に
な
る
前
年
、
パ
リ
近
郊
の
シ
ュ
ヴ
ル
ー
ズ

︵C
hevreuse

︶
に
生
ま
れ
た
。
シ
ュ
ヴ
ル
ー
ズ
渓
谷
は
パ
ス
カ
ル
を
含
む

ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
た
ち
の
拠
点
の
一
つ
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
女
子
修

道
院
が
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
生
家
は
こ
の
美
し
い
カ
ト

リ
ッ
ク
的
環
境
に
い
ま
も
残
る
。

　

ブ
レ
ア
ル
は
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
ラ
ン
ダ
ウ
︵Landau

︶
に
生
ま
れ
た
フ

ラ
ン
ス
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
ル
の
師
ボ
ッ
プ
は
一
八
一
二
年

か
ら
十
六
年
に
掛
け
て
パ
リ
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル

シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
そ
し
て
と
く
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
︵
当
時

の
ド
イ
ツ
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
す
ぐ
れ
た
教
師
が
い
な
か
っ
た
︶

を
、
シ
ェ
ジ
ー (Antoine Léonard de C

hézy 1773–1832

︶
か
ら
学
ん

だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
で
あ
る
独
仏
両
国
は
当
時
、
古
典
学
で
も
競
い

合
っ
て
い
た
が
、
印
欧
語
文
法
の
巨
人
・
ド
イ
ツ
人
ボ
ッ
プ
の
基
礎
を
固

め
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

十
九
世
紀
後
半
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
や
、
ボ
ッ
プ
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ヌ

ア
ー
ル
︵François R

aynouard 1761–1836

、
政
治
家
。
晩
年
、
南
仏

文
学
の
復
興
を
考
え
た
︶
と
い
っ
た
人
た
ち
を
か
つ
て
動
か
し
て
い
た
ロ

マ
ン
主
義
熱
が
す
で
に
薄
れ
て
い
た
時
代
だ
が
、
ブ
レ
ア
ル
の
当
初
の
情

熱
の
対
象
は
、
神
話
の
起
源
と
い
う
、
多
分
に
ロ
マ
ン
主
義
的
匂
い
の
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
関
す
る
論
文
は
﹃
神
話
・
言
語
学
論
文
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集
﹄M

élanges de M
ythologie et de Linguistique

︵
パ
リ
、
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
、

初
版
一
八
七
七
年
︶
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
比
較
文
法
の
フ
ラ
ン
ス
へ

の
紹
介
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
こ
の
十
九
世
紀
に
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
比

較
文
法
か
ら
次
第
に
離
れ
、
広
い
意
味
で
の
言
葉
の
心
的
分
野
に
興
味
を

移
し
た
。

　

ブ
レ
ア
ル
は
さ
ら
に
専
門
の
か
た
わ
ら
公
的
立
場
に
お
い
て
言
語
行
政

に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
と
ベ
ル
ギ
ー
の
主
に
中
等
教
育
に
つ
い

て
の
前
述
の
著
書
﹃
教
育
の
旅
﹄
は
文
部
省
の
役
人
と
し
て
ド
イ
ツ
、
ベ

ル
ギ
ー
の
旧
制
中
学
校
を
視
察
し
た
際
の
報
告
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
ド
イ
ツ
の
古
典
語
教
育
の
方
法
は
フ
ラ
ン
ス
の
中
等
教
育
の
方
法
︵
論

文
記
述
方
式
︶
よ
り
は
明
ら
か
に
日
本
の
方
式
︵
暗
記
短
答
式
︶
に
近
く
、

明
治
以
来
の
日
本
の
教
育
は
フ
ラ
ン
ス
よ
り
は
ド
イ
ツ
の
方
法
を
取
り
入

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
彼
は
同
じ
文
部
官
僚
の
立
場
で
、
古

典
語
教
師
を
め
ざ
す
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
学
生
に
連
続
講
演
し
、
古

典
語
教
育
者
と
し
て
の
心
構
え
を
著
書
﹃
古
典
語
教
育
に
つ
い
て
﹄D

e 

l'enseignem
ent de langues classiques

︵
パ
リ
、
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
一
八
九
一

年
︶
に
ま
と
め
た
。

　

専
門
の
比
較
文
法
学
の
分
野
で
彼
は
一
八
六
八
年
、
現
在
に
続
く

﹁
パ
リ
言
語
学
会
﹂
を
設
立
し
、
そ
の
事
務
局
長
︵
終
身
︶
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
同
年
、
研
究
者
の
研
修
場
所
と
し
て
現
在
に
至
る
機
関
﹁
パ
リ
高

等
実
践
研
究
院 Ecole Pratique des H

autes Etudes 

略
称EPH

E

﹂
の
設

立
に
加
わ
り
教
授
と
な
る
。
彼
の
主
な
論
文
発
表
の
場
は
、﹁
パ
リ
言
語

学
会
﹂
の
機
関
誌
﹁
言
語
学
会
報
﹂ M

ém
oire de la Société de Linguistique 

de Paris ︵
現
在
はB

ulletin de la Société de Linguistique

︶で
あ
っ
た
が
、
他

に
﹁
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学
会
年
報
﹂︵A

nnuaire de l'A
ssociation des Etudes 

G
recques

︶、﹁
研
究
者
日
報
﹂Journal des Savants

、﹁
両
世
界
評
論
﹂

Revue des D
eux M

ondes

と
い
っ
た
、
若
い
ヴ
ァ
レ
リ
ー
や
プ
ル
ー
ス
ト

と
い
っ
た
文
学
者
の
読
む
も
の
に
も
好
ん
で
寄
稿
し
た
。
言
語
学
の
時
代

と
言
わ
れ
る
十
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
人
文
系
学
問
の
、
実
際
と
立

案
︵
行
政
︶
双
方
の
中
心
に
彼
は
位
置
し
た
が
、
目
指
し
た
学
問
の
方
向

は
現
代
の
記
号
論
的
分
野
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
古
い
ユ
マ
ニ
ス

ト
的
方
向
で
あ
っ
た
。

　

彼
は
後
半
生
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ラ
イ
ヘ
ル
︵August Schlei-

cher 1821–1868

︶
の
、
言
語
を
有
機
物
的
生
体
と
見
な
す
考
え
方
、
あ

る
い
は
﹁
青
年
文
法
学
派
﹂
と
呼
ば
れ
た
ド
イ
ツ
比
較
言
語
学
者
た
ち
の

唱
え
る
﹁
音
声
法
則
万
能
主
義
﹂
の
、
い
わ
ば
こ
と
ば
の
物
質
的
側
面
を

強
調
す
る
視
点
を
忌
避
し
、
意
味
論
と
い
う
、
こ
と
ば
の
内
面
的
、
心
理

的
側
面
の
考
察
に
傾
い
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
彼
の
こ
と
ば
へ
の
情
熱

が
十
九
世
紀
の
前
半
の
思
潮
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

後
半
生
の
仕
事
の
集
大
成
と
も
言
え
る
﹃
意
味
論
試
論
﹄Essai de 

Sém
antique

の
初
版
は
一
八
九
七
年
、
彼
の
多
く
の
著
作
を
出
し
た
ア

シ
ェ
ッ
ト
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。﹁
意
味
論
﹂sém

antique

︵
英
語
で
は

sem
antics

、
北
欧
圏
の
一
般
用
語
はsem

asiologie

︶
と
い
う
新
し
い
術
語

を
学
界
に
定
着
さ
せ
た
こ
の
本
に
対
し
、
た
だ
ち
に
反
応
し
た
の
は
同
僚

の
言
語
学
者
で
は
な
く
、
若
い
ヴ
ァ
レ
リ
ー
︵Paul Valéry 1871–1946
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﹃
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
﹄M

ercure de France X
X

V

号1898/1

︶

で
あ
る 

。
ブ
レ
ア
ル
は
比
較
文
法
・
言
語
学
の
分
野
を
超
え
、
当
時
の

文
学
的
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

私
が
用
い
て
い
る
ブ
レ
ア
ル
のEssai de Sém

antique 

の
テ
キ
ス
ト
は
、

一
九
二
四
年
版
の
ス
ラ
ッ
ト
キ
ヌ
・
リ
プ
リ
ン
ト
版Slatkine Reprints

︵
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
︶
だ
が
、
こ
の
版
の
冒
頭
に
は
著
者
の
亡
き
妻
ア
ン
リ
エ
ッ

トH
enriette

へ
の
献
辞
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

プ
ル
ー
ス
ト︵M

arcel Proust 1871–1922

。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
同
年
︶

の
母
方
の
叔
母
の
一
人M

arguerite M
ayer

は
ブ
レ
ア
ル
夫
人
︵H

en-
riette Bam

berger

︶
の
姪
に
あ
た
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
の
母
は
一
八
九
〇

年
、
十
九
歳
に
な
っ
た
息
子
の
マ
ル
セ
ル
︵
プ
ル
ー
ス
ト
︶
宛
の
手
紙
で
、

こ
の
ブ
レ
ア
ル
家
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
︵Philip K

olb. p 157 
C

orrespondance de M
arcel Proust. Tom

e 1, Ed. Plon 1970 Paris

︶。
文
学

士
に
な
っ
て
も
将
来
が
定
ま
ら
ず
画
家
を
志
望
し
て
い
た
息
子
オ
ー
ギ
ュ

ス
ト
︵Auguste Bréal 1875–1938

︶
を
心
配
し
た
父
︵
ブ
レ
ア
ル
︶
は
プ

ル
ー
ス
ト
の
叔
母 M

arguerite

に
手
紙
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
プ

ル
ー
ス
ト
家
と
ブ
レ
ア
ル
家
は
縁
戚
関
係
に
あ
る
と
同
時
に
、
プ
ル
ー
ス

ト
に
と
っ
て
ブ
レ
ア
ル
は
、
友
人
︵
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
︶
の
父
と
い
う
立
場

で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
二
年
、
パ
リ
大
学
に
通
っ
て
い
た
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
画
家
に

な
っ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
に
手
紙
を
出
し
て
い
る (pp 471–472. op. cit. 

Tom
e 3, 1976

︶。
そ
の
な
か
に
、﹃
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
﹄
の
魔
女
キ
ル

ケ
ー
の
場
面 

︵
第
十
歌
︶
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
、
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
の
﹁
旅
へ
の
誘
い
﹂
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

　

一
九
〇
五
年
、
英
語
︵
ラ
ス
キ
ン
︶
翻
訳
を
手
伝
っ
て
い
た
家
庭
教
師

M
arie N

ordlinger 

に
あ
て
た
手
紙
の
な
か
で
、
三
十
四
歳
の
プ
ル
ー
ス

ト
は
、
友
人
の
音
楽
家
レ
イ
ナ
ル
ド
・
ア
ー
ン
︵Reynaldo H

ahn

︶
が
地

中
海
海
岸
で
の
滞
在
で
﹃
イ
ー
リ
ア
ス
﹄
の
一
場
面
を
思
っ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
︵pp 327–328 op. cit. Tom

e 5, 1979

︶。
ア
ー
ン
は
こ
の
作

品
が
﹁
ホ
メ
ー
ロ
ス
翁
﹂
個
人
の
作
に
な
る
の
で
は
な
く
、
共
同
作
業
に

よ
る
も
の
ら
し
い
と
言
っ
て
嘆
く
。
こ
れ
に
対
し
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
マ
ス

ネ
︵Jules M

assenet 1842–1912

︶
が
現
実
の
音
楽
家
と
し
て
現
存
す
る

よ
う
に
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
は
実
際
に
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
﹃
イ
ー
リ
ア

ス
﹄
は
構
成
さ
れ
書
か
れ
た
も
の
で
、
朗
唱
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い

う
ブ
レ
ア
ル
の
当
時
の
説
︵
一
九
〇
五
年
六
月
の 

﹃
パ
リ
評
論
﹄La revue 

de Paris

に
載
っ
た
︶
を
ア
ー
ン
に
示
し
て
慰
め
て
い
る
。
こ
の
ブ
レ
ア
ル

の
記
事
は
翌
年
の
﹃
ホ
メ
ー
ロ
ス
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
に
﹄︵
ア
シ
ェ
ッ

ト
社
︶
の
な
か
の
一
章
に
﹁
文
学
史
と
し
て
の
問
題
﹂︵
本
誌
に
翻
訳
︶
と

し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
だ
け
で
な
く
当
時

の
知
識
人
は
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
作
品
を
中
等
教
育
課
程
に
お
い
て
原
文
で
読

ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。﹃
教
育
の
旅
﹄
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ド
イ

ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
二
作
品
の
う
ち
一
方
は
数
年

か
け
て
全
編
、
も
う
一
方
は
部
分
的
に
読
ま
れ
て
い
る
と
あ
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
の
主
な
リ
セ
︵
例
え
ば
プ
ル
ー
ス
ト
や
ア
ー
ン
の
通
っ
た
リ
セ
・
コ
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ン
ド
ル
セ
︶
も
、
そ
れ
と
似
た
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
言
語
学
者

ブ
レ
ア
ル
は
こ
う
し
た
古
典
語
教
育
を
受
け
た
若
い
文
学
者
の
な
か
で
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
。

　

一
九
〇
八
年
六
月
の
ス
ト
ロ
ー
ス
夫
人
宛
の
手
紙
︵p140. op. cit.

Tom
e 8. 1981

︶
で
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
ス
ノ
ッ
ブ
に
す
ぎ
な
い
人
間

が
し
ば
し
ば
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
な
る
こ
と
を
嘆
き
、
こ
う
し
た

俗
人
よ
り
、
ブ
ト
ル
ー︵Em

ile Boutroux1845-1921

哲
学
者
︶、
ベ

ル
ク
ソ
ン
︵H

enri Bergson 1859 –1941)

、
マ
ス
ペ
ロ
︵G

aston 
M

aspéro 1846–1916 

エ
ジ
プ
ト
学
者
︶、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ク
ロ
ワ
ゼ

︵Alfred C
roiset 1845–1923

弟
はM

aurice
。
共
に
ギ
リ
シ
ャ
古
典
学

者
と
し
て
有
名
︶
や
言
語
学
者
ブ
レ
ア
ル
の
ほ
う
が
は
る
か
に
マ
シ
だ
と

言
っ
て
い
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
が
特
に
尊
敬
し
た
学
者
に
、
美
術
史
家
エ

ミ
ー
ル
・
マ
ー
ル
︵Em

ile M
âle 1862–1954

︶
を
加
え
る
事
が
で
き
る

が
、
こ
う
し
た
学
者
に
対
す
る
プ
ル
ー
ス
ト
の
評
価
基
準
は
、
明
ら
か
に

彼
ら
が
古
典
の
深
い
教
養
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て

い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
コ
ル
ブ
教
授
編
纂
の
﹃
プ
ル
ー
ス
ト
書

簡
集
﹄
に
は
ブ
レ
ア
ル
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
全
三
十
巻
中
、
ブ
レ
ア
ル
が
ま
だ
生
き
て
い
た
第
一
巻
︵
一
八
八
〇 

︱ 

一
八
九
五
年
︶
か
ら
第
十
巻
︵
一
九
一
〇 

︱ 

一
九
一
一
年
︶
ま
で
で
、

プ
ル
ー
ス
ト
が
﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
た
頃
か
ら
の
手

紙
に
は
彼
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　
﹃
意
味
論
試
論
﹄
の
最
終
章
︵
二
十
六
章
︶﹃
言
語
・
人
類
を
教
導
す
る

も
の
﹂
に
は
、﹁
知
の
活
動
に
お
け
る
言
語
の
役
割
│
│ 

印
欧
語
優
越
性

の
所
在
﹂
と
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ア
ル
は
、
ド
イ
ツ
語
、
英

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
っ
た
印
欧
語
内
で
の
言
語
に
優
劣
は
な
い
と
し
な

が
ら
、
ア
フ
リ
カ
の
言
語
や
中
国
語
に
対
す
る
印
欧
語
の
優
越
は
意
識
し

て
い
る
。
彼
は
こ
う
し
た
長
所
は
印
欧
語
の
始
め
か
ら
存
在
し
た
の
で
は

な
く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
抽
象
化
の
機
能
を
彫
琢
し
て
き
た
こ
と
か
ら

生
じ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
ブ
レ
ア
ル
の
言
語
観
は
、
理

性
的
言
語
こ
そ
抽
象
︵
内
省
・
歴
史
︶
的
思
考
の
基
礎
で
あ
り
支
え
る
も

の
だ
と
す
る
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
︵Etienne de C

ondillac 1715–1780

︶

の
思
想
に
近
い
。

　

こ
う
し
た
思
想
に
つ
ら
な
る
彼
の
言
語
観
は
、
し
か
し
、
時
制
の
よ
う

に
重
大
な
も
の
を
印
欧
語
風
に
は
明
確
に
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
セ

ム
語
や
中
国
語
を
、
そ
の
言
語
を
用
い
る
人
種
の
劣
性
に
結
び
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
神
話
学
か
ら
発
し
た
彼
は
、
あ
る
種
の
人
種

的
偏
見
を
根
底
に
も
つ
当
時
の
比
較
宗
教
学
な
ど
か
ら
は
距
離
を
お
い
て

い
た
。
彼
の
立
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
が
、
使
用
す
る
人
間
集
団
の
精

神
構
造
を
映
し
た
も
の
だ
と
考
え
た
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
の
フ
ン
ボ
ル
ト
と
は

異
な
り
、
む
し
ろ
理
性
的
に
磨
か
れ
て
き
た
言
語
こ
そ
人
類
を
導
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
彼
の
問
題
は
当
初
か
ら
﹁
起
源
﹂
と
そ

の
﹁
進
化
﹂
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
言
語
の
心
理
機
能
の
問
題
で

は
な
い
。﹃
意
味
論
試
論
﹄
を
言
葉
の
現
代
的
﹁
意
味
﹂
の
問
題
だ
け
を

扱
っ
た
著
作
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
言
語
の
内
面
的
部
分
に
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彼
が
注
目
し
た
の
は
、
そ
の
部
分
の
比
較
言
語
学
的
解
明
に
よ
っ
て
起
源

︵
つ
ま
り
人
間
と
い
う
﹁
神
話
﹂︶
の
問
題
に
よ
り
強
い
光
が
あ
た
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。﹃
意
味
論
試
論
﹄
後
尾
に
付
け
加
え
ら
れ
た
﹁
動
詞

の
起
源
﹂
と
い
う
驚
く
べ
き
明
晰
な
文
章
は
、
こ
の
書
物
の
目
的
が
ま
さ

に
﹁
起
源
︵
神
話
︶
問
題
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
、
ブ
レ
ア
ル
が
起
源
の
問
題
を
排
除
し
た
と
、
次
の
よ

う
な
言
葉
で
述
べ
て
い
る
。﹁
ブ
レ
ア
ル
氏
は
、︵
言
語
有
機
体
説
を
排
除

し
た
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
︶
起
源
と
い
う
変
転
す
る
問
題
を
無
視
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
お
い
て
起
源
は
幻
想
で
あ
る
﹂︵Paul Valéry. p1448 

O
euvres Tom

e 2. Ed. Pléiade G
allim

ard Paris 1960

︶。
こ
の
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
考
え
は
、﹁
起
源
の
問
題
は
言
語
学
の
埒
外
﹂
と
い
う
当
時
の
言

語
学
の
自
己
規
制
の
常
識
に
沿
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
の
評
に
ブ
レ
ア

ル
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
﹃
意
味

論
試
論
﹄
の
大
き
な
主
題
は
結
局
、
言
語
変
化
の
心
理
的
原
因
探
求
を
方

法
論
と
し
た
﹁
起
源
問
題
﹂
で
あ
る
。
古
い
十
九
世
紀
を
ひ
き
ず
る
﹁
起

源
問
題
﹂
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
興
味
が
な
い
よ
う
で
、
関
心
を
示

し
て
い
る
の
は
ひ
た
す
ら
こ
の
本
の
心
的
、
記
号
論
的
部
分
で
あ
る
。
ブ

レ
ア
ル
の
数
あ
る
関
心
事
の
中
に
は
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
流
の
記
号
論
的
側

面
は
た
し
か
に
あ
り
、
こ
の
側
面
は
彼
の
弟
子
で
あ
る
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
の
だ
が
、
ブ
レ
ア
ル
の
真
の
テ
ー
マ
は
﹁
言
語
﹂
の
理

性
的
完
成
と
並
行
し
て
完
成
し
て
行
く
と
思
わ
れ
る
人
間
性
そ
の
も
の
に

あ
っ
た
。
ブ
レ
ア
ル
が
後
半
生
示
し
た
青
少
年
の
﹁
教
育
問
題
﹂
に
つ
い

て
の
強
い
関
心
は
、
こ
う
し
た
脈
絡
で
な
く
て
は
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
獲
得
を
可
能
に
し
た
理
念
は
﹁
人
間
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
で
あ
り
、
権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
﹂
と
い

う
、﹁
革
命
﹂
の
と
き
の
人
権
宣
言
第
一
条
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
政
治

的
権
利
を
与
え
、
奴
隷
制
度
を
廃
止
さ
せ
た
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
神
父
︵H

enri 
G

régoire 1750–1831

フ
ラ
ン
ス
国
教
会
派
︶
は
、
当
時
の
危
険
に
満
ち

た
政
治
活
動
に
お
い
て
、
大
革
命
、
反
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
、
王
政

復
古
と
め
ま
ぐ
し
い
軌
跡
を
描
い
て
展
開
し
た
フ
ラ
ン
ス
史
の
激
動
期
を
、

断
頭
台
に
登
る
こ
と
な
く
生
き
延
び
た
希
有
な
政
治
家
で
あ
る
。
彼
は
フ

ラ
ン
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
大
き
な
夢
と
希
望
と
を
与
え
た
あ
と
、
パ
リ
郊
外

︵
当
時
︶
の
ヌ
ー
イ
︵N

euilly

︶
で
天
寿
を
全
う
し
た
。
彼
の
没
後
四
十
年
、

こ
う
し
て
市
民
権
を
得
て
豊
か
に
な
っ
た
階
層
か
ら
プ
ル
ー
ス
ト
が
、
こ

の
ヌ
ー
イ
で
誕
生
す
る
。

　

七
月
革
命
の
翌
年
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
恩
人
グ
レ
ゴ
ワ
ー

ル
神
父
の
国
民
的
栄
誉
に
包
ま
れ
た
葬
儀
で
追
悼
演
説
を
し
た
の
は
、
彼

の
お
蔭
で
得
た
公
職
で
雄
弁
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人

の
弁
護
士
ア
ド
ル
フ
・
ク
レ
ミ
ュ
ー
︵Adolphe C

rém
ieux 1796–1880

︶

で
あ
る
。
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
中
近
東
や
当
時
フ
ラ
ン
ス
領
北
ア
フ
リ

カ
の
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
に
力
を
つ
く
し
た
ア
ド
ル
フ
・
ク
レ
ミ
ュ
ー
は
、
プ

ル
ー
ス
ト
の
母
方
の
大
叔
父
に
あ
た
り
、
彼
は
プ
ル
ー
ス
ト
が
生
ま
れ

る
直
前
、
国
民
防
衛
軍
政
府
︵
一
八
七
〇
︱
一
八
七
一
︶ 

の
法
務
大
臣
で

あ
っ
た
。
彼
の
没
年
に
は
プ
ル
ー
ス
ト
は
九
歳
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し

て
ユ
ダ
ヤ
人
は
こ
れ
ま
で
近
づ
け
な
か
っ
た
領
域
に
お
い
て
目
覚
ま
し
い

存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
る
が
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
こ
の
大
叔
父
は
そ
の
典
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型
で
あ
る
。
彼
の
パ
リ
の
家
で
開
か
れ
て
い
た
サ
ロ
ン
に
は
当
時
第
一
級

の
文
学
者
や
政
治
家
、
音
楽
家
、
女
優
が
集
ま
り
、
彼
は
こ
の
サ
ロ
ン
の

常
連
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
よ
り
先
に
第
三
共
和
政
に
よ
る
国

民
葬
の
栄
誉
を
受
け
た
。

　

言
語
の
力
を
裁
き
の
場
に
お
い
て
発
揮
す
る
職
業
で
あ
る
弁
護
士
に
た

い
し
、
言
語
の
本
質
を
解
明
す
る
の
が
言
語
学
者
で
あ
る
。
長
い
間
、
兵

士
と
し
て
戦
う
こ
と
も
、
聖
職
者
と
し
て
祈
る
こ
と
も
、
農
民
と
し
て
土

地
に
働
き
か
け
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
、
商
業
・
金
融
の

よ
う
な
記
号
的
経
済
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

記
号
の
中
の
記
号
で
あ
る
言
葉
の
力
を
公
的
に
行
使
す
る
こ
と
を
封
じ
ら

れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
、
言
語
権
力
行
使
へ
の
抑
え
き
れ
な
い
欲
求
と
、

言
葉
の
謎
に
対
す
る
満
た
さ
れ
な
い
好
奇
心
と
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
う

し
た
若
い
知
的
ユ
ダ
ヤ
人
の
欲
求
を
満
た
す
職
業
へ
の
接
近
を
容
易
に
し

た
の
は
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
神
父
で
あ
り
、
教
育
の
分
野
で
強
い
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
の
が
ブ
レ
ア
ル
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
後
半
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
か
ぎ
ら
ず
世
界
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
す
ぐ
れ
た
言
語
学

者
が
輩
出
し
て
い
る
。

　
﹃
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
﹄
は
言
語
学
的
面
白
さ
に
満
ち
て
い
る
。
コ

ン
ブ
レ
の
司
祭
は
地
名
の
成
り
立
ち
に
く
わ
し
く
、
と
き
に
は
そ
の
語

源
に
つ
い
て
の
長
広
舌
で
周
囲
の
人
を
辟
易
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
小
説

に
載
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
専
門
的
で
無
謀
と
も
思
え
る
量
の
こ
の
種
の

博
識
は
、﹁
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
﹂
の
巻
、
あ
る
サ
ロ
ン
で
の
ブ
リ
シ
ョ

教
授
に
よ
る
地
名
の
語
源
の
開
陳
の
な
か
に
見
ら
れ
る
。
プ
ル
ー
ス
ト

は
な
ぜ
あ
の
よ
う
に
小
説
の
本
筋
か
ら
語
源
の
脇
道
に
反
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ケ
ル
ト
語
学
者
の
ヴ
ァ
ン
ド
リ
エ
ス
︵Joseph 

Vendryes 1875–1960

︶
に
よ
れ
ば
こ
の
ブ
リ
シ
ョ
教
授
の
モ
デ
ル
は
、

ブ
ロ
シ
ャ
ー
ルBrochard 

と
い
う
名
の
、
い
さ
さ
か
さ
え
な
い
古
代
哲

学
の
教
授
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
ド
リ
エ
ス
は
﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
に
お
け
る
地

名
の
語
源
探
求
の
小
説
的
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。﹁
小
説

の
中
で
語
源
探
求
に
場
所
を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
り
プ
ル
ー
ス
ト
の
意
図

は
、
教
養
を
鼻
に
か
け
て
い
る
人
た
ち
の
間
に
は
び
こ
っ
て
い
る
奇
癖
を

描
写
す
る
こ
と
以
外
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹂︵﹃
マ
ル
セ

ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
と
固
有
名
詞
﹄p. 122 M

élanges Edm
ond H

uguet Paris 
1940

︶。
こ
の
衒
学
的
知
識
の
開
陳
は
、
実
際
当
時
の
社
交
的
知
識
人
の

ア
ホ
ら
し
さ
を
映
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

　

作
者
は
個
々
の
登
場
人
物
の
話
し
方
や
用
語
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
興
味
を
示
し
て
い
る
。
出
会
い
の
初
め
は
星
雲nébuleuse

の
よ
う
に
、
定
か
に
は
認
識
で
き
な
い
乙
女
た
ちjeunes filles

の
そ
れ

ぞ
れ
が
、
次
第
に
個
別
的
輪
郭
を
も
ち
視
覚
的
識
別
が
可
能
に
な
っ
て

い
く
な
か
で
、﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
の
作
者
は
言
葉
に
よ
る
区
別
も
試
み
る
。

﹁
乙
女
た
ち
﹂
の
一
人
で
、
こ
の
巻
の
主
人
公
で
あ
る
ア
ル
ベ
ル
チ
ー
ヌ

が
、
午
後 après–m

idi

と
い
う
標
準
的
な
表
現
で
は
な
く
、
田
舎
的
表
現

で
あ
るtantôt 
を
用
い
る
の
は
、
彼
女
が
パ
リ
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の

古
い
地
方
の
出
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
冠
詞
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の
女
性
形une

を
［yn

］
で
は
な
く
、
農
婦
の
よ
う
にeun

［œ
n

］
と

古
め
か
し
く
発
音
す
る
ゲ
ル
マ
ン
ト
公
爵
夫
人
は
、
田
舎
の
人
間
と
の

ふ
れ
あ
い
の
多
い
古
い
貴
族
は
、
都
会
風
で
は
な
く
農
民
と
同
じ
よ
う

な
話
し
方
を
す
る
こ
と
を
人
に
知
ら
せ
る
た
め
で
は
な
い
の
か
。
地
方

︵
南
仏
？
︶
出
の
小
間
使
い
セ
レ
ス
ト
は
、
鳥
の
よ
う
な
不
格
好
な
髪
を

し
た
主
人
公
に
向
か
っ
て
思
わ
ず
、 Pauvre ploum

issou !　

と
南
仏
語

ら
し
き
地
方
語
を
用
い
る
︵﹁
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
﹂︶。
南
仏
語
は
フ
ラ
ン

ス
語
の
方
言
で
は
な
く
、
中
世
に
お
い
て
北
仏
語
よ
り
は
る
か
に
優
越

し
た
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
彼
女
た
ち
は
知
ら
な
い
。
ま
た
、
女
中
フ

ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
がchercher, apporter d'eau (

水
を
と
り
に
行
く
、
も
っ

て
く
る
︶
と
い
う
ひ
な
び
た
言
い
方
を
し
、
主
人
階
級
の
フ
ラ
ン
ス
語

︵chercher, apporter de l'eau

︶
の
﹁
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
、
教
科
書
的
﹂
部

分
冠
詞
を
無
視
す
る
と
き
、
こ
う
す
る
こ
と
で
、﹁
フ
ラ
ン
ス
﹂
の
本
当

の
主
人
階
級
は
、
出
自
は
と
も
か
く
も
教
育
の
あ
る
新
し
い
成
金
階
級

︵rastaquouères

︶
で
は
な
く
、
古
い
土
地
に
根
を
張
る
自
分
た
ち
な
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
無
意
識
に
確
認
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
プ
ル
ー
ス

ト
の
属
す
る
階
層
が
そ
の
よ
う
な
古
い
﹁
フ
ラ
ン
ス
﹂
に
属
し
て
い
な
い

こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
の
用
い
る
庶
民
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
バ
ル
ベ
ッ
ク
・

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
万
事
を
取
り
仕
切
る
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
執
事
の

し
ゃ
べ
る
誤
用
に
満
ち
た
フ
ラ
ン
ス
語
と
は
本
質
的
に
違
っ
て
い
る
。
前

者
の
用
い
る
表
現
こ
そ
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
母
方
の
﹁
種
族
﹂
が
そ
の
成
立

に
加
わ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
﹁
古
い
フ
ラ
ン
ス
﹂
の
言
語
変
化
の
過

程
に
見
ら
れ
る
由
緒
あ
る
表
現
な
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
古
い
地
名
の
成
立
に
も
プ
ル
ー
ス
ト
の
﹁
種
族
﹂
は
関
わ

り
が
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
は
プ
ル
ー
ス
ト
と

い
う
外
側
の
人
間
の
追
求
し
た
﹁
フ
ラ
ン
ス
研
究
﹂
な
の
で
は
な
い
か
。

ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ィ
ア
ルAndré V

ial 

の
小
論
に
は
、
プ
ル
ー
ス
ト
の
真
の

不
安
は
自
分
の
属
す
る
種
族
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
︵Proust 1971 N

izet, Paris

︶。

　

作
者
は
ま
た
、
唯
一
の
人
に
多
数
の
名
が
対
応
し
う
る
こ
と
を
知
る
。

シ
ャ
ル
リ
ュ
ス
男
爵
は
別
名
、
ブ
ラ
バ
ン
公
爵
、
モ
ン
タ
ル
ジ
公
、
オ

レ
ロ
ン
、
カ
ラ
ン
シ
ィ
、
ヴ
ィ
ア
レ
ッ
ジ
オ
、
デ
ュ
ヌ
大
公
で
も
あ
る
。

ま
た
唯
一
の
名
が
多
数
の
形
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
実
体
に
対

応
し
う
る
こ
と
も
知
る
。St H

ilaire, St Illiers, St H
éliers, St Ylie 

と

い
っ
た
聖
人
名
あ
る
い
は
地
名
が
す
べ
てSanctus H

ilarius

と
い
う
一

つ
の
名
か
ら
発
し
て
全
国
に
散
ら
ば
っ
た
り
、
教
会
手
伝
い
女
ユ
ー
ラ

リ
︵Eulalie

︶
の
守
護
聖
女Sancta Eulalia

が
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
で
は
、

St Eloi

と
男
子
聖
人
名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
く
の
で
あ
る

︵﹁
ス
ワ
ン
家
の
方
へ
﹂︶。
土
地
の
固
有
性
か
ら
必
然
的
に
生
じ
た
こ
の
言

語
地
理
学
的
遺
跡
は
語
源
研
究
に
多
く
の
知
見
を
も
た
ら
し
た
。
ス
イ
ス

人
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
リ
エ
ロ
ン Jules G

illiéron

︵1854–1926) 

の
創
始
し

た
こ
の
土
俗
的
固
有
の
視
点
は
ブ
レ
ア
ル
の
時
間
的
普
遍
の
観
点
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
的
普
遍
性
よ
り
む
し
ろ
、
フ

ラ
ン
ス
的
固
有
性
︵﹃
ス
ワ
ン
家
の
方
﹄
の
二
部
﹁
土
地
の
名
前
﹂︶
に
惹

か
れ
て
い
た
当
時
の
プ
ル
ー
ス
ト
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
語
源
学
者
の
講
義
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を
聴
講
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

自
分
が
ど
う
し
て
も
同
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
の
古
い
フ

ラ
ン
ス
人
︵
ガ
リ
ア
人
と
し
て
の
女
中
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
、
フ
ラ
ン
ク
族

と
し
て
の
ゲ
ル
マ
ン
ト
公
爵
夫
人
︶
の
本
質
を
彼
は
知
り
た
か
っ
た
の
だ
。

プ
ル
ー
ス
ト
の
小
説
の
解
釈
に
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
記
号
的

観
点
の
外
に
、
ブ
レ
ア
ル
の
﹃
意
味
論
﹄
の
視
点
、
ま
た
一
つ
の
原
型
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
取
り
う
る
と
い
う
、
ジ
リ
エ
ロ
ン
の
言
語
地
理
学
的
展

望
も
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
言
語
学
者
の
読
む
プ
ル
ー
ス
ト
は

あ
っ
て
よ
い
の
だ
。

　

ソ
シ
ュ
ー
ル
︵
一
九
五
七
︱ 

一
九
一
三
︶
の
﹃
講
義
﹄
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

の
弟
子
に
よ
っ
て
編
集
出
版
さ
れ
た
の
は
師
没
後
の
一
九
一
六
年
。
ま
た

﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
の
最
初
の
巻
﹃
ス
ワ
ン
家
の
方
﹄
の
出
版
は
ソ
シ
ュ
ー

ル
の
没
し
た
一
九
一
三
年
で
あ
る
。
ス
イ
ス
は
戦
乱
か
ら
免
れ
て
い
た
が
、

﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
の
出
版
は
戦
争
の
影
響
を
受
け
、
二
巻
目
の
﹃
花
咲
く

乙
女
た
ち
﹄︵
一
九
一
九
年
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
︶
が
出
た
の
は
戦
争
後
一

年
経
っ
た
一
九
一
九
年
で
あ
る
。
戦
争
の
あ
い
だ
に
プ
ル
ー
ス
ト
は
刊
行

予
定
の
原
稿
に
膨
大
な
量
を
書
き
加
え
た
。﹃
講
義
﹄
の
決
定
版
の
出
版

は
プ
ル
ー
ス
ト
の
没
年
の
一
九
二
二
年
で
あ
る
。﹃
失
わ
れ
た
時
﹄
は
完

成
し
て
い
た
。

　　

ブ
レ
ア
ル
の
功
績
の
な
か
で
お
そ
ら
く
最
も
恩
寵
に
み
ち
た
も
の
は
、

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
天
才
を
見
抜
き
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
も
な
い
二
十
歳
前
半
の
若

者
を
一
八
八
一
年
、
パ
リ
の
実
践
高
等
研
究
院
︵EPH

E 

︶
の
自
分
の
後

任
に
据
え
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
出

し
た
﹁
印
欧
語
母
音
の
原
始
体
系
﹂︵
一
八
七
九
︶
に
関
す
る
比
較
言
語

学
論
文
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
の
比
較
文
法
学
者
に
は
こ
の

業
績
を
批
判
す
る
も
の
も
多
く
、
嫌
気
が
さ
し
た
彼
は
一
八
八
〇
年
、
ラ

イ
プ
チ
ッ
ヒ
か
ら
パ
リ
に
移
り
、EPH

E

で
ブ
レ
ア
ル
の
比
較
文
法
の

講
義
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。﹃
講
義
﹄
に
通
じ
る
記
号
論
的
観
点
は
、

具
体
的
に
そ
の
道
筋
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
に
し
て
も
、
ラ
イ
プ

チ
ッ
ヒ
時
代
の
教
え
と
は
違
う
、
ブ
レ
ア
ル
の
社
会
的
・
心
理
的
﹃
意
味

論
﹄
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
一
八
八
一
年

に
﹃
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
属
格
の
独
立
的
用
法
に
つ
い
て
﹄
で
博
士
号

を
と
り
、
ブ
レ
ア
ル
の
後
任
者
と
な
っ
た
。

　

ブ
レ
ア
ル
は
ソ
シ
ュ
ー
ル
を
印
欧
比
較
文
法
学
者
と
し
て
認
め
た
の
で

あ
っ
て
、﹃
講
義
﹄
で
明
ら
か
に
な
る
記
号
論
的
側
面
を
評
価
し
た
の
で

は
な
い
。
ブ
レ
ア
ル
は
二
十
歳
を
わ
ず
か
に
越
え
た
だ
け
の
ソ
シ
ュ
ー
ル

の
﹃
印
欧
祖
語
母
音
体
系
﹄
に
示
さ
れ
た
比
較
文
法
学
者
と
し
て
の
力
量

を
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ブ
レ
ア
ル
の
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
推
挽
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
ス
イ
ス
に
去
っ
た
の
は
、
古
い
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
貴
族
で
あ
り
代
々
学
者
の
家
柄
の
ソ
シ
ュ
ー
ル
が
、
国
籍
を
フ
ラ

ン
ス
に
移
す
決
心
が
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
真

相
は
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
は
そ

の
真
相
を
追
究
す
る
場
で
は
な
い
が
、
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
、
ソ
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シ
ュ
ー
ル
が
去
っ
た
の
ち
ブ
レ
ア
ル
の
後
を
襲
っ
た
メ
イ
エ
︵Antoine 

M
eillet 1866–1936

︶
が
、
基
本
的
に
は
ブ
レ
ア
ル
の
比
較
文
法
の
分
野

を
守
り
発
展
さ
せ
た
の
に
対
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
去
っ
た
ソ
シ
ュ
ー
ル
は

比
較
文
法
か
ら
遠
ざ
か
り
、
ラ
ン
グ
と
パ
ロ
ル
、
通
時
性
と
共
時
性
、
シ

ス
テ
ム
、
音
韻
論
、
ま
た
言
語
記
号
の
恣
意
性
と
い
っ
た
、
現
代
の
文
学

理
論
の
根
幹
を
な
す
言
語
概
念
の
規
定
の
試
み
に
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
現
代
の
構
造
主
義
、
セ
ミ
オ
ロ
ジ
ー
、
認
知
論
と
言
っ
た
学
問

は
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
新
し
い
分
野
か
ら
発
し
た
と
も
言
え
る
が
、
若
い
ソ

シ
ュ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
ア
ル
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
じ
め
て
こ
う

し
た
方
向
に
滑
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
方
向
を
現
代
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。

　

言
語
学
者
ブ
レ
ア
ル
の
持
っ
て
い
た
二
つ
の
方
向
性
、
つ
ま
り
古
典
学

を
基
盤
に
し
た
比
較
文
法
と
文
学
は
、
天
才
ソ
シ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
よ

り
豊
穣
な
も
の
を
生
み
出
す
い
く
つ
か
の
方
法
論
に
細
分
化
さ
れ
た
が
、

現
代
は
そ
の
細
分
化
さ
れ
た
﹁
専
門
﹂
が
必
ず
し
も
人
文
学
を
総
合
的
に

豊
か
に
す
る
装
置
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
ブ
レ

ア
ル
が
体
現
し
て
い
た
総
合
的
学
問
の
な
か
の
記
号
学
的
分
野
が
異
常
な

発
展
を
と
げ
た
一
方
で
、
古
く
か
ら
の
文
献
学
、
古
典
語
学
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

文
学
者
プ
ル
ー
ス
ト
に
は
す
ぐ
れ
た
言
語
学
者
の
セ
ン
ス
が
あ
り
、
そ

の
文
章
は
言
語
学
的
探
索
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
質
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た

言
語
学
者
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
や
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
論
は
、
そ
の
文
学
性
こ
そ

彼
ら
の
言
語
論
を
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
や
バ

ル
ト
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
文
学
論
は
双
方
の
エ
レ
ガ
ン
ス
を
備
え
て
い
る
。

ブ
レ
ア
ル
の
仕
事
に
は
こ
う
し
た
文
法
と
文
学
と
の
好
ま
し
い
原
初
的
融

合
が
あ
っ
た
。

︵
二
〇
〇
八
年
十
二
月
三
日　

フ
ラ
ン
ス
・
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
に
て
︶ 


